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か

な

が

わ

「

島

め

」

物

語

歴
史
と
伝
説
を
た
ず
ね
な
が
ら
自
然
の
造
形
美
を
堪
能
す
る
、
と
っ
て
お
き
の
島
め
ぐ
り
。

B 
そ
の
風
光
の
美
し
さ
か
ら
「絵
の
島
」
と
害
か
れ
た
緑
の
小
島
は
、

伝
説
と
信
仰
の
島
か
ら
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
と
変
貌
を
と
げ
る
。

江
の
島
は
、
藤
沢
市
南
東
端
の
相
模
湾
に
浮

か
ぶ
周
囲
約
四
キ
ロ
計
の
島
。
島
全
体
が
「
県

史
跡

・名
勝
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

雙
晶
時
代
の
終
わ
り
頃
に
作
成
さ
れ
た

『江

島
縁
起
絵
巻
」
に
よ
る
と
、
そ
の
昔
、
鎌
倉
の

ご

ず

り
ゅ
う

深
沢
に
五
つ
の
頭
を
も
つ
龍

（五
頭
龍
）
が
住

ん
で
お
り
、
Jll崩
れ
や
洪
水
を
起
こ
し
て
は
暴

れ
ま
わ
り
、
里
人
た
ち
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。

ぐ

り

表
紙
／
城
ヶ
島
の
東
南
部

・
ウ
ミ
ウ

生
息
地
。
裏
表
紙
／
七
里
ヶ
浜
か
ら

江
の
島
を
望
む
。

き

ん
め

い

そ
う
し
た
時
、
欽
明
天
皇
十
三
年
（
五
五
二
）

四
月
、
突
然
海
上
に
雲
が
わ
き
起
こ
り
、

天
地

が
揺
れ
る
大
地
旋
が
十
日
間
続
い
た
あ
と
、
雲

の
上
に
美
し
い
天
女
が
現
れ
、
海
中
か
ら
は
岩

が
吹
き
出
し
、
こ
れ
が
江
の
島
に
な
っ
た
と
伝

2

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
心
を
入
れ
か
え

た
龍
は
里
人
の
た
め
に
懸
命
に
働
い
た
の
で
、

天
女
は
龍
の
望
み
を
受
入
れ
て
結
婚
し
、
弁
財

天
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
鎌
倉
付
近
は
た
び
た
び
大
地
簑
にろ

襲
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
切
り
立
つ
断
崖
や
露

頭
、
海
食
洞
に
よ
る
島
の
不
思
議
な
地
形
な
ど

が
、
江
の
島
誕
生
に
ま
つ
わ
る
神
秘
的
な
伝
説

を
生
み
出
す
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
しぉ

ょ
う
か
。
局
の
南
端
に
あ
る
海
食
洞
窟
の

「御

い

わ

や

岩
屋
」
は、

古
く
か
ら
霊
場
と
さ
れ
、
修
験
道

え

ん

ざ

ょ

う
じ
ゃ

こ

う
ぽ

つ`

じ

か

く

の
役
ノ
行
者
や
弘
法
大
師
、
慈
覚
大
師
、
口
蓮

聖
人
、
一
遍
上
人
、
木
食
上
人
等
々
の
参
籠
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

『吾
妻
鋭
」
に

は
、
寿
永
元
年
(
-
―
八
二
）
、
源
頼
朝
が
奥
州

3

平
泉
の
藤
原
氏
に
対
す
る
戦
勝
祈
願
に
訪
れ
、

か
ん
じ
ょ
う

弁
財
天
を
勧
請
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
将
軍
家
や
武
士
た
ち
の
信
仰
は
弁
財

天
に
集
ま
り
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
庶
民
の

も
の

み

ゆ

間
に
信
仰
が
広
ま
り
、
江
の
島
参
詣
は
物
見
遊

さ
ん山
を
兼
ね
た
流
行
と
な
り
、
た
い
へ
ん
な
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。



紬¥沿1mふ
茅ヶ崎海岸の1.5キロね沖合に浮か

ぶ姥島は、烏帽子の形に似ている

ことから烏帽子岩と呼ばれ、サザ

ンオールスターズの歌で全国にも

知られるようになった。写真は、

江の島・裏参道からの眺め。

R
江
の
島
岩
屋
。
第
一
岩
屋

(
1
5
2
"kl)
と

第
二
岩
屋
(
1
1
2
"い
）
か
ら
な
り
、
洞
窟
内
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
遺
産
が
展
杢
U
れ
て
い
る
。
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江
の
島
弁
天
橋
を
渡
る
と
正
面
に
青
銅
の
烏
居
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
参
道
の
商
店
街
を
抜
け
て
、

崖
・
奥
注
・
宮
を
経
て
、
江
の
島
崖
へ
と
向
か

う
表
参
道
の
コ
ー
ス
と
、
辺
津
宮
の
入
口
か
ら
島
の

西
側
を
通
り
抜
け
る
裟
参
道
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

橋天

ま
た
、
青
銅
の
烏
居
か
ら
左
に
折
れ
る
と
、
島
の

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
商
店
街
に
出
ま
す
。
な
お
、
旺の

島
内
に
は
四
某
の
屋
外
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
江
の
島
江
＼
〇
碑

エ
ス
カ
ー
）
が
設
椴
さ
れ
て
い
ま
す
。
場

念
・
記

臼
・

ス

貨

居

一

遊

鳥

モ
の叩
＠

江の島展望灯台（高さ59.8に）か

ら江の島弁天橋0、藤沢市街地
を眺める。

江
の
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

●辺津宮

岩
本
楼

0

／ 
0 100_ 200m 
I I I 

"~ に~,~'
00奥津宮へ向かう道 t'

ぐん人ん,,.しr・,. 
の脇に「群猿奉賽象庚

箪蕗」（市指定重要文化

財）が建つ。石面に36匹

の猿が彫られている。

一辺〇 「山二つ」から南方向を

眺める。

R
江
島
神
社
（
奥
津
宮
）
。
源

頼
朝
寄
進
の
鳥
居
を
抜
け
る

上
ぽ
澱
が
。
こ
こ
は
「
本
宮

御
旅
所
」
と
い
い
、
岩
屋
の

ご
本
尊
の
避
暑
地
と
伝
わ
る
。

群猿奉賽像 〇
庚申塔R

江の島サムエル

山二つ。 コッキング苑
江の島展望灯台

貝広物産店◎ ◎ 

令
祐
憑

中津宮〇

二，た
、
"4
L

R
江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
。
明
治
期
に
こ
の

地
に
庭
園
を
築
い
た
貿
易
商
コ
ッ
キ
ン
グ
に
因
ん
だ
庭
園。

当
時
の
遺
構
も
設
置
。
写
真
奥
は
江
の
島
展
望
灯
台
。

｀

軋
£
言
・

＂人そ，
．
＇

上
／
腕
足
類
の
一
種
ミ
ド
リ
シ
ャ
ミ
セ

ン
ガ
イ
。
大
森
貝
塚
の
発
見
者
と
し
て

知
ら
れ
る
モ
ー
ス
は
、
明
治
初
め
に
腕

足
類
の
研
究
の
た
め
に
来
島
。
当
時
は

磯
辺
で
た
く
さ
ん
採
れ
た
。
下
／

0
世

界
の
貝
の
博
物
館
・
貝
広
物
産
店
。

聟天島公固． 江の島
3ットハーパー

上/8江の島の入口付
近。文政4年 (1821)

に再建された「青銅の

鳥居」（市指定重要文化

財）が廷っている。

下／〇旧岩本院岩本楼。

岩本院は本宮岩屋をつ

かさどった由緒ある院0

a,J, 田急線片瀬江ノ島駅下車徒歩15
分、江ノ島電鉄江ノ島駅、湘南モ

ノレール江の島駅下車徒歩20分。

■藤沢市観光協会合0466-24-4141
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江
戸
時
代
の
江
の
島
弁
財
天
信
仰

江
島
神
社
の
裸
弁
財
天
。
八
賀
弁
財
天
と
と
も
に

奉
安
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
腹
沢
市
文
書
館
提
供
。

藤
沢
市
文
化
財
保
護
委
貝
会
委
貝

渋
谷
慎
美

ほ
ん
ぐ
う

江
戸
時
代
の
江
の
島
に
は
、
本
宮
（
岩
屋
）

い

わ

も

と

い

ん

か

み

の

み

や

な

か

つ

の

み

や

か

み

の

ば

う

の
岩
本
院
、
上
之
宮
（
現
中
津
宮
）
の
上
之
坊
、

し

も

の

み

や

へ

つ

の

み

や

し

も

＂

ぼ

う

下
之
宮
（
現
辺
沖
宮
）
の
下
之
坊
が
そ
れ
ぞ
れ

参
詣
案
内
や
参
詣
者
の
食
事
・
宿
泊
の
世
話
、

近
隣
へ
お
札
を
配
り
歩
く
な
ど
の
「
御
師
」
の

活
動
を
通
じ
て
、
弁
財
天
信
仰
の
普
及
に
務
め

て
い
ま
し
た
。

し
ん

ぺ

ん

さ

が

み

の

く

に

ふ

ど

さ

こ

う

江
の
島
の
祭
礼
は

「新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」

み

に
よ
れ
ば
、
毎
年
四
月
巳
の
日
＼
十
月
亥
の
日

迄
、
本
宮
岩
屋
弁
財
天
を
本
宮
旅
所
（
現
奥
津

み

や

せ

ん

ざ

宮
）
に
遥
座
さ
せ
る
例
祭
と
、
巳
年
と
亥
年
の

六
年
ご
と
に
本
宮
岩
屋
、
次
の
六
年
後
上
之
宮
、

費
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
れ
よ

り
も
同
じ
頃
江
の
島
弁
財
天
の
開
帳
を
題
材
に

し
た
浮
世
絵
版
画
が
数
多
く
出
回
り
始
め
た
こ

と
も
あ
り
、
江
の
島
参
詣
を
推
奨
す
る
と
い
う

宜
伝
効
果
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
中
頃
に
な
る
と
、
交
通
網
は
整
備

さ
れ
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
庶
民
は

「講
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
行
楽
気
分
さ
な
が

ら
江
の
島
へ
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

弁
財
天
信
仰
も
無
病
息
災
・
家
内
安
全
・
開

運
・
金
運
の
ご
利
益
を
招
き
、
今
の
私
達
と
変

わ
ら
な
い
素
朴
な
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
弁
財

天
と
し
て
、
ま
た
技
芸
•
音
楽
の
弁
財天
と
し

と

き

わ

ず

さ

よ

も

と

て
歌
舞
伎
や
常
磐
津
・
清
元
等
音
曲
の
各
社
中

の
厚
い
信
仰
の
的
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
次
は
下
之
宮
と
各
弁
財
天
を
百
日
間
開
帳

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
江
戸
で
は
本
宮
岩
屋

は

っ

ぴ

で

が

い
ら
ょ
う

八
腎
弁
財
天
の
出
開
帳
が
、
延
宝
九
年

(
-
六

八
一
）
於
浅
草
第
六
天
社
・
文
政
二
年
(
-
八

一
九
）
於
深
川
永
代
寺
・
安
政
三
年

(
-
八
五

6

六
）
於
深
川
八
幡
と
三
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

え

の

し

ま

え

ん

ざ

こ

う

こ
の
時
岩
本
院
の
霊
宝
（
江
嶋
縁
起
五
巻
・
弘

法
大
師
作
石
像
大
黒
天
一
体
・
遊
行
一
遍
上
人

箪
成
就
水
額
）
な
ど
や
将
軍
家
よ
り
寄
進
さ
れ

ご
も
ん
つ
さ
こ
ち
ょ
う

た
御
紋
付
戸
帳
・
御
雌
も
同
時
に
開
帳
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

江
戸
の
出
開
帳
は
本
来
岩
本
院
の
修
復
再
建

現
在
、
江
の
島
の
入
口
に
あ
る
文
政
四
年

（
一
八
ニ

―
)
に
再
建
さ
れ
た
江
島
神
社

「青

き

だ
ん

銅
鳥
居
」
に
は
、
石
の
基
埴
の
上
に
波
に
亀
の

装
飾
金
具
が
巻
か
れ
、
江
戸
を
は
じ
め
関
東
各

地
（
八
王
子
・
上
総

・常
陸
）
か
ら
の
願
主
・
泄

話
人
の
名
が
二
百
五
十
名
程
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
い
ら
ん

中
に
は
新
吉
原
松
葉
屋
の
花
魁
の
名
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
島
内
に
は
塔
の
下
方
に

7

え

ば

し

数
頭
の
龍
が
巻
き
っ
き
、
側
面
に
烏
帽
子
姿
で

踊
り
、
曲
芸
す
る
猿
達
が
描
か
れ
て
い
る

「群

猿
奉
賽
像
の
庚
申
供
養
塔
」、
歌
舞
伎
の
江
戸

堺
町
中
村
座
寄
進
の
石
灯
籠
、
八
丁
堀
百
味
講

の
常
夜
灯
、
大
百
味
講
中
の
常
夜
灯
も
残
さ
れ

て
お
り
、
江
の
島
弁
財
天
信
仰
が
江
戸
の
庶
民

に
深
く
親
し
ま
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
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江
の
島
桟
橋
（
昭
和
5
年
）
。
江
の
島
に
木
の

橋
が
架
か
っ
た
の
は
明
治
24
年
。
現
在
の
江

の
島
弁
天
橋
は
昭
和
39年
に
造
ら
れ
た
も
の
。

古
写
真
で
た
ど
る

明
治
・
大
iE
．
昭
和
の
江
の
島

猫
末
か
ら
明
治
の
江
の
島
は
、
開
湛
場
＇
横
浜
に
隣
接
す
る
観
光

名
所
と
し
て
、

批
界
に
紹
介
さ
れ
は
じ
め
、
多
く
の
外
国
人
が
訪

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
の
木
に
江
ノ
電
が
開
通
す
る
と
、
湘

南
の
海
の
行
楽
地
と
し
て
人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

誓
窪
憔
益
盟
嬰
喜

ヒ9 ぇ

右／江島神社祭礼の海中渡御 （昭和初

期-10年代）。 左／参道の土産物店（昭

和ll48年）。江の島入口の参道か。現在と

変わらない風景だ。

' 

一
稚児ケ淵から富士山を眺望（昭和

初期-10年代）。

更

，
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猿
島

B
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和
賀
江
島

m
 

か
つ
て
材
木
座
海
岸
は
鎌
倉
の
海
の

玄
関
口
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
浅
の
た
め
船
の

荷
物
の
積
み
下
ろ
し
に
は
不
向
き
で
、

風
波
の
窃
い
時
に
は
転
覆
す
る
船
も
多

お

う

あ

み

だ

ぶ

つ

く
、
こ
れ
を
見
か
ね
た
往
阿
弥
陀
仏
と

横
須
賀
沖
に
浮
か
ぶ
東
京
消
に
唯

一
残
さ
れ
た
自
然
島
は
、

よ
う
S

ぃ`

切
り
通
し
の
石
破
と
辣
瓦
積
み
の
ト
ン
ネ
ル
が
美
し
い
災
塞
の
島
C

猿
島
は
、

三
笠
桟
橋
か
ら
一
・
七
キ
ロ
計
沖

合
に
浮
か
ぶ
東
京
湾
で
唯
一
自
然
林
の
あ
る
無

人
島
で
す
。
周
囲
一
・
六
キ
ロ
ば
、
か
つ
て
は

と
し
ま

豊
島
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
の

建
長
五
年
(
―

二
五一
1
)
、
ヒ
総
（
現
在
の
千

葉
県
中
部
）
か
ら
鎌
倉
へ
船
出
し
た
日
蓮
珈
主
人

が
嵐
に
選
い
、
沈
没
寸
前
の
と
こ
ろ
を
一
匹
の

白
猿
に
助
け
ら
れ
て
、
島
に
禅
か
れ
た
と
い
う

伝
説
に
因
ん
で
猿
島
と
名
付
け
ら
た
よ
う
で
す
。

こ
の
自
然
島
が
、
軍
事
拠
点
と
し
て
歴
史
の

舞
台
の

一
端
を
担
う
の
は
幕
末
の
こ
と
。
弘
化

材 0

｀ 
木
座

江の島方面 海
岸

和賀江島

光明寺
卍

•飯烏
パス停

四
年
(
-
八
四
七
）
、
幕
府
は
江
戸
湾
防
備
の

た
め
に
島
の
周
囲
に
石
垣
を
築
き
、
大
砲
を
据

え
つ
け
た
台
座
を
建
設
。
明
治
初
期
か
ら
は
本

格
的
な
要
塞
と
し
て
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
煉

瓦
造
り
の
ト
ン
ネ
ル
や
倉
庫
、
弾
薬
庫
、
居
住

施
設
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
第
二
次

大
戦
に
至
る
ま
で
、
陸
海
軍
の
要
塞
地
帯
と
し

て
一
般
の
立
ち
入
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
ーー

が
、
実
際
に
は
戦
閥
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
戦

争
が
終
了
し
ま
し
た
。
戦
後
は
海
上
公
園
と
し

て
開
放
さ
れ
、
磯
釣
り
、
海
水
浴
、
自
然
観
察

や
要
塞
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。
な
お
、
戦
後
の
発
掘
で
島
内
か
ら

多
数
の
縄
文
・
弥
生
式
土
器
片
が
見
つ
か
り
、

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

記念碑
/ 

逗子マリーナ

↑ O 500m 
I I 

＇グ―

■鎌倉駅東口から小坪
方面逗子行パスで飯

島バス停下車。

■鎌倉市観光協会
合0467-23-3050

材
木
座
海
岸
の
沖
合
に
造
ら
れ
た

わ
が
国
最
古
の
築
港
逍
跡
。

い
う
僧
が
、
鎌
倉
硲
府
の
執
権
・
北
条

泰
時
に
進
言
し
、
貞
永
元
年
(
―
ニ
―――

二
）
七
月
、
飯
島
崎
の
沖
合
に
約
三
週

間
で
造
成
。
江
戸
時
代
末
期
ま
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
崩
壊
し
、

今
で
は
干
潮
時
に
な
る
と
海
面
に
姿
を

現
し
、
わ
ず
か
に
往
時
の
面
影
を
伝
え

て
い
ま
す
。
（
国
指
定
史
跡
）

m
 

野
島
は
平
潟
湾
口
に
位
置
す
る
小
島

せ
き
し
ょ
う

で
、
そ
の
昔

「野
島
の
夕
照
」
と
し
て

風
光
を
讃
え
ら
れ
た
金
沢
八
景
の
一
っ
。

も
と
も
と
は
離
れ
小
島
で
、
乙
紬
海
岸

さ

す

（
現
在
の
海
の
公
園
）
の
砂
州
が
伸
び

て
陸
続
き
に
な
っ
た
も
の
。
海
抜
五
〇

2
い
の
山
沿
い
の

一
角
に
は
縄
文
時
代
早

上
／
海
抜
57"いの
展
望
台
か

ら
眺
め
た
八
景
島
。
そ
の
左

側
が
海
の
公
園。

下
／
野
島

公
園
の
展
望
台
。

野
島
・
八
景
島

野島公固日産自動車
平潟湾 テスト

夕照橋 コース t
a soom 
I I 

展
望
台
か
ら
の
眺
め
は
、

ま
さ
に
現
代
の
「
八
景
」
。

期
の
貝
塚
（
野
島
貝
塚
）
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
約

一
九
万
平
方
計
の
総
合
公
園

に
な
っ
て
お
り
、
展
望
台
か
ら
の
パ
ノ

ラ
マ
的
景
観
は
壮
観
で
す
。
対
岸
に
は
、

八
栞
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
知
ら
れ
る

面
積
二
四
万
平
方
い
い
の
人
工
島
・
八
景

。

島
が
あ
り
ま
す
。

1

■

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
野
島

公
園
駅
下
車
。

■

横
浜
金
沢
観
光
協
会

6
0
4
5
,7
8
8
,7
8
0
2
 



R昭和16年に造られた

高角砲砲座跡。フラン

ス製の大砲 (24匁ンカノ

ン砲）が設謹された。 ゜
日蓮洞窟

f浦賀方面

R ピクニッ ク
広場

R 高角砲砲座跡

~ ンネル
三
'< 
ー,,,_ ◎ トンネル煉瓦、

〇 展望台広場

〇猿島桟橋に向かう定期観

光船。 1時間1便運航 (12

月-2月は、土・日・祝日のみ）。

＼ 
0 50 100m 
I I I 

猿
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

0
日
蓮
洞
窟
。
窟
内
か
ら

縄
文
・
弥
生
式
土
器
、
鳥

獣
の
骨
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

◎上／ピクニック広場。浦賀水道に

向いており、江戸時代に大筒15梃を

配備されていたお台場跡。下／石垣

が積み上げられた護岸が残る。

r

l

F

-

R
南
西
部
の
崖
に
作
ら
れ
た
ウ
ミ
ウ
の
越
冬
ュ
ロ
ニ

ー
。
10月
か
ら
3
月
に
は
2
0
0
羽
以
上
が
集
ま
る
。

ふ

ん

崖
の
壁
は
ウ
ミ
ウ
の
糞
で
白
く
な
っ
て
い
る
。

ヽ

場止波

↑

室
し
陸
＜
旧
か

•砲座跡

タブの
原生林

ウミウの起冬◎
コロニー

〇上／島内には3つのトンネルがあ

る。最も大きなものは幅4;;;、奥行
90江あり、内部に2階廷ての地下

室が造られている。下／ トンネル

を抜けると切り通しが続く。

＇要塞の
切通し

〇 猿島桟橋

／ 

観音崎方面の

展望台

•江戸時代の
石積み

◎三日月ピーチ
（砂鉄の浜）

■京浜急行横須賀中央駅よ
り徒歩約15分で三笠桟橋

へ。桟橋から船で約10分。

■トライアングル三笠営業所
fl0468-25-7144 

記
念
艦
一二
笠
を
設
置
す
る
――
必
立
公
園
脇
の
発
済

所
・
三
笠
桟
橋
か
ら
お
よ
そ
10分
。
島
に
近
づ
く
と
、

左
手
に
ウ
ミ
ウ
の
越
冬
地
が
見
え
ま
す
。
島
内
で
は

散
策
路
に
沿
っ
て
、
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
畑
瓦
造

り
の
要
塞
や
砲
台
跡
、
石
積
み
の
遺
構
な
ど
を
見
な

が
ら
一
因
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
タ
プ
の
原
生
林

ゃ
ャ
プ
ツ
バ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
な
ど

の
常
緑
樹
が
繁
り
、
林
床
は
シ
ダ
で
覆
わ
れ
て
お
り
、

亜
熱
帯
の
密
林
を
思
わ
せ
ま
す
。

●管理事務所

〇船着場近くの砂浜には、江戸時代の石

垣 （護岸）が残る。 夏場は海水浴場に。

0
第
2
次
大
戦
時
に
島
の
山
頂
に
設
け

ら
れ
た
観
測
所
。
現
在
は
展
望
否
に
。
~ 
、・.,＇ .、

9
／
露
天
掘
り
で
造
ら
れ
た
切
り
通
し

の
幹
道
。
石
積
み
の
壁
と
赤
煉
瓦
の
対
比

が
美
し
い
。
道
の
要
所
に
弾
薬
庫
や
兵
舎

が
配
習
さ
れ
て
い
る
。
下
／
兵
舎
の
窓
゜

迅．点

13 12 
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安房峰灯台。昭和37年に設置された無人灯台。

城
ヶ
島
口

4
 

雄
大
な
風
景
と
四
季
折
々
の
自
然
を
堪
能
で
き
、

文
学
・
歴
史
散
歩
に
も
格
好
の
地
。

な

が

こ

ス

上
•
長
津
呂
崎
。

海
底
で
堆
積
し

た
火
山
噴
出
物
が
何
屑
に
も
里
な

り
階
段
状
に
連
な
っ
て
い
る
。

下
／
城
ヶ
島
灯
台
。
明
治
3
年
8

月
に
点
灯
し
た
日
本
で
5
番
目
に

ぐド
～
古
い
洋
式
灯
台
。

.̀
A
 

偉
―

ご

≪
ん

2

●

州
の
御
前
社
。
安
房
崎
の
散
策
路
に
面
し
た
雑
木
の

中
に
建
ち
、
源
頼
朝
が
参
詣
し
た
と
伝
わ
る
＾
》

城
ヶ
島
は
、

三
浦
半
島
最
南
端
の
三
崎
港
南

方
に
浮
か
ぶ
周
囲
四
キ
ロ
計
の
小
島
で
す
。
北

は
く
し
9
う

原
白
秋
の
詩

「城
ヶ
島
の
雨
」
で
全
国
的
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
白
秋
は
城
ヶ

島
を
モ
チ
ー
フ
（
題
材
）
に
し
て
、
他
に
も
た

く
さ
ん
の
詩
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。

白
秋
の
詩
碑
が
建
つ
遊
ヶ
崎
で
は
、
「
城
ヶ

14

島
さ
っ
と
ひ
ろ
げ
し
投
網
の
な
か
に
大
日
く
る

め
き
に
け
り
」
と
歌
い
、
「
城
ヶ
島
の
燈
明
台

に
ぶ
ん
廻
す
落
日
避
雷
針
に
貰
か
れ
け
る
か

も
」
と
灯
台
を
モ
チ
ー
フ
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

み

ぞ

た

さ
ら
に
、
島
の
東
端
の
磯
•
水
っ
垂
れ
に
つ
い

て
は
、
「
水
っ
垂
れ
の
岩
の
は
ざ
ま
を
垂
る
水

の
せ
う
せ
う
と
し
て
真
昼
な
り
け
り
」
と
。

ま
た
、
城
ヶ
島
は
三
崎
の
町
と
同
様
、
源
頼
朝

を
は
じ
め
、
鎌
倉
武
士
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
伝

な

が

と

ろ

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
遊
ヶ
崎
、
長
津
呂
崎
、

す

ご

ぜ

ん

州
の
御
前
、
水
っ
垂
れ
と
い
う
地
名
に
も
そ
れ

が
表
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
州
の
御
前
に
は
、
頼
朝
が
使
っ
た

楊
枝
が
地
に
刺
さ
り
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
の
大
木
に

な
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
水
っ
垂
れ

5

す
ず
り

は
、
頼
朝
が
お
茶
や
硯
に
使
っ
た
と
い
う
湧
き

水
が
あ
り
、
干
ば
つ
で
も
涸
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
頼
朝
が
城
ヶ
島

灯
台
の
近
く
の
磯
辺
で
宴
を
催
し
た
と
き
に
侍

え
い
じ

ょ

女
が
酔
っ
た
の
で
、
こ
の
辺
り
が
酔
女
ケ
原
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
頼

喜
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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上／◎干物台の向こうに長

津呂崎が。千畳敷の岩場は

城ヶ島の変化に富んだ地層

を観察する絶景ポイント。

下/~舌浦市ゆかりの俳人
ぐ

• 田辺大愚句碑。

上/(!)海の資料館（三浦市

重要文化財）。旧三浦小学

校城ヶ島分校を利用して、

昔の城ヶ島の漁業に関する

資料を展示。無料。木曜・日

曜開館。下/G>海南神社。

潤ヶ崎

長津呂崎R

゜田辺大愚句碑

— § 
R馬の背洞門。長い年月の間に波風に

浸食されくり抜かれた奇岩で、別名

「メガネ岩」と呼ばれる。

17 

● 城ヶ昂灯台

社

直
畑

g

の

館

神

船

料

南

光

資

海

の．＂ 海

苓:i,,,,,*fl!Jq_A' 
プキ、
ー・:>-::, 
、--'?8 
海岸沿いの道

0 
馬の背洞門

◎ 

漏•

〇北原白秋「城ヶ島の雨」の

詩碑。帆の形の自然石に白秋

自筆の文字が刻まれている。

碑の近くには白秋記念館があ

り、白秋の遺作や三崎時代の

ノートなど文芸関係の資料な

どを展示。無料・月曜休館。

—城ヶ島大橋

白秋詩碑

゜白秋記念館・・遊ヶ崎

•白秋碑前

ウミウ展望台． 
赤羽根海岸

゜ウミウ生息地

城
ヶ
島
観
光
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
は
、
北
原
白
秋
の

詩
碑
が
起
点
。
「
白
秋
碑
前
」
の
バ
ス
停
で
下
り
て
、

城
ヶ
島
大
橋
の
た
も
と
に
建
つ
白
秋
詩
碑
を
見
学
。

こ
こ
か
ら
県
立
城
ヶ
島
公
園
へ
と
向
か
、
ユ
束
回
り
の

コ
ー
ス
か
、
城
ヶ
島
灯
台
を
経
て
、
長
津
呂
崎
か
ら

馬
の
背
洞
門
へ
向
か
う
西
回
り
の
コ
ー
ス
を
と
る
か

は
自
由
。
岩
場
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
約
3
.
3

キ
ロ
2
梨
ッ
道
な
き
逍
°

'水
仙
の
時
期
に
は
丘
陵
伝
い

の
水
仙
ロ
ー
ド
を
歩
き
た
い
。

〇 県立城ヶ島公国

•水っ垂れ

州の徊前社． 
州の御前

＠ 安房崎灯台一二。m

城
ヶ
島
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

R上／島の東端の岩礁・安房崎か

ら三崎方面を眺める。この辺りは

「州の御前」「水っ垂れ」と呼ばれ

る源頼朝ゆかりの場所。下／安房

崎灯台。安房崎は「房総（安房）

を望む岬」の意味からその名に。

R上／島の東半分に広がる県立

城ヶ島公園。植物の保護地区と

して整備され、展望台からは360

度の景観が楽しめる。下／白秋
みや し.,'

門下の歌人宮柊二の歌碑。

16 

■

京
浜
急
行
久
里
浜
線
三
崎
口

駅
か
ら
京
急
バ
ス
城
ヶ
島
行

で
約
30分
。

■

三
浦
市
観
光
協
会

C
0
4
6
,8
8
8
,
0
5
8
8
 



‘ 
平
成
十
六
年
に
、
⑱
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化

振
興
財
団
主
催
の
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
団

に
参
加
し
ま
し
た
。
八
U
間
の
日
程
で
パ
リ
、

コ
ブ
レ
ン
ツ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
巡
る
視

察
旅
行
で
し
た
が
、
内
容
が
盛
り
沢
山
で
、

八
日
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
参
加
し
た
メ
ン
バ

ー
が
皆
ユ
ニ
ー
ク
で
面
白
か
っ
た
こ
と
や
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
の
景
観
の
美
し
さ
、
そ

れ
に
食
事
が
美
味
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

魅
力
的
な
経
営
者
と
の
出
会
い

「
成
功
は
誇
り
に
つ
な
が
る
」

と
く
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
視
察
先

で
出
会
っ
た
商
店
主
の
方
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
し

っ
か
り
と
し
た
経
営
理
念
を
も
っ
て
お

ら
れ
た
こ
と
で
す
ね
。
中
で
も
、
私
が
担
当

し
た
パ
リ
の
中
華
料
理
店
の
女
性
オ
ー
ナ
ー

の
ダ
ン
さ
ん
は
別
格
で
し
た
。

ダ
ン
さ
ん
の
店
は
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
」
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
有
名
店
で
、
国
内
外
の
著

名
人
も
度
々
来
店
す
る
中
華
料
理
店
で
す
。

中
華
と
い
っ
て
も
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
ベ
ー
ス

に
、
タ
イ
料
理
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
を
取

り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
中
華
で
、
ダ
ン
さ

ん
が
言
う
に
は
、
「
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ

な
い
料
理
」
だ
そ
う
で
す
。
酢
豚
、
春
巻
、

焼
き
そ
ば
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
の
定
番
メ
ニ

ュ
ー
に
し
て
も
、
味
付
け
や
具
材
に
凝
っ
て

い
て
、
盛
り
付
け
に
も
工
夫
が
あ
る
。
店
の

イ
ン
テ
リ
ア
も
、
東
南
ア
ジ
ア
風
の
フ
ァ
ン

タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
で
、
妙
に
居
心
地

19

が
よ
か
っ
た
。

ダ
ン
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
中
国
人

で
す
。

一
九
八
五
年
に
移
民
と
し
て
パ
リ
に

や
っ
て
来
て
、
独
学
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
い

て
、
わ
ず
か
な
期
間
で
こ
の
店
を
築
き
上
げ

た
そ
う
で
す
。
ほ
と
ん
ど
無
一
文
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
、
相
当
の
困
難
が
あ
っ
た
よ
う
で

18 
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す
が
、
「
絶
対
に
成
功
す
る
」
と
い
う
強
い

意
思
と
行
動
力
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

「
料
理
店
で
成
功
す
る
に
は
、
た
だ
美
味
し

い
だ
け
で
は
だ
め
で
す
」
と
ダ
ン
さ
ん
は
言

い
ま
す
。
私
も
祖
父
の
代
か
ら
続
く
中
華
料

理
店
に
勤
め
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
く
ら
い

は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
他
店
に
な
い
も
の
を

提
供
し
て
、
そ
れ
で
い
て
客
を
飽
き
さ
せ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
サ
ー
ビ
ス
や
居
心

地
の
よ
さ
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
分

か
っ
て
い
る
こ
と
と
実
行
す
る
こ
と
は
大
違

い
で
、
ダ
ン
さ
ん
は
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
実

行
し
て
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
ダ
ン

さ
ん
の
言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
パ
リ
で

な
ん
だ
か
ダ
ン
さ
ん
の
話
ば
か
り
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
ダ

ン
さ
ん
が
移
民
と
し
て
パ
リ
に
や
っ
て
来
た

強
い
信
念
を
も
っ
て
経
営
し
た
い

初
め
て
カ
タ
ロ
グ
注
文
に
よ
る
料
理
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
の
も
ダ
ン
さ
ん
で
す
。

と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
言
う
と
、
ハ
ン
グ
リ

ー
な
野
心
家
タ
イ
プ
を
想
像
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
い
つ
で
も
笑
頻
を
絶
や
さ
な

い
温
か
な
人
柄
で
し
た
。
そ
ん
な
ダ
ン
さ
ん

か
ら
、

「成
功
は
誇
り
に
つ
な
が
る
」
と
い

う
言
業
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
本
当
に
魅
力

的
な
人
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

そ

の
は
今
の
私
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
年
齢
、

う
思
う
と
、
自
分
が
あ
ま
り
に
も
頼
り
な
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
は
今
、
社
長
で
も
あ
る
父
が
経
営
す
る

チ
ェ
ー
ン
店
の
財
務
、
経
理
、
設
備
管
理
な

ど
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
も
か
く
出
来

る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

う
ち
は
、
た
ん
め
ん
が
売
り
の
店
で
す
の
。2
 

で
、
た
ん
め
ん
を
ベ
ー
ス
に
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
そ
し
て
店
舗
を
磨
き
続
け
て
、
新
し

い
展
望
を
開
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
、
「
成
功
は
誇
り

に
つ
な
が
る
」
な
ん
て
言
え
た
ら
最
高
で
す

よ

ね

（

笑

）

。

（

談

）

田
代
哲
也
（
た
し
ろ
・
て
つ
や
）
●
昭
和
46年
、
横
浜
市
生
ま

れ
。
大
学
卒
業
後
、
大
手
保
険
会
社
に
8
年
間
勤
務
し
、
株
式

会
社

一
品
香
に
。
現
在
、
取
締
役
開
発
室
部
長
と
し
て
、
財

務

・
経
理
・
設
備
管
理
な
ど
を
担
当
。

※
勁
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
で
は
、
車
業
の
―
つ
の

柱
と
し
て
｀
平
成
元
年
よ
り
神
奈
川
県
の
商
業
従
業
者
の
方

を
対
象
に
「
神
奈
川
県
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
事
業
」
を
主
催
。

海
外
の
商
業
文
化
を
視
察
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
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年金

〈は
ま
ぎ
ん
〉
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
年
金
」
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス

（無
料
）の
ご
案
内

年
金
制
度
や
年
金
請
求
の
手
続
き
方
法
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
疑
問
に

何
で
も
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
年
金
に
関
連
し
た
罷
用
保
険
制
度
、

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や

「
年
金
教
室
」
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●

〈
は
ま
ぎ
ん
〉
年
金
デ
ス
ク

リ
ー

ダ

イ

ヤ

ル

ミ

ミ

ヨ

リ

パ

ン

ク

臨

o
l
2
o
(
3
3
4
)
0
8
9
 

●
相
談
受
付
日
銀
行
窓
口
営
業
日

●
相
談
受
付
時
間

9
時
ー
17時

-----ホール

施
設
概
要

〈は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル

ホ
ー
ル
利
用
の
ご
案
内

編集後記

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
船
便
」
の
意
味
。
広
く
世

界
へ
つ
ら
な
る
文
化
、
芸
術
を
お
届
け
す
る
ホ
ー
ル
で
あ
り
た

い
と
い
う
願
い
を
こ
め
、
名
づ
け
ま
し
た
。
み
な
と
み
ら
い
に

建
つ
横
浜
銀
行
本
店
ビ
ル
一
階
に
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
溝
演
会
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ホ
ー
ル
客
席
数
5
1
7席

（前
舞
台
使
用
時
4
9
0席
）

●
使
用
時
問

9
時
1
2
2時
ま
で

●
使
用
料
金
某
禾
料
金
｀
技
術
者
料
金
、
付
帯
設
備
使
用
料
の
合
計
。

基
本
料
金
は
、

1
日
を
3
区
分
に
設
定
、
平
日
1
区
分
6
万
3
千
円
ー
。

●
休
館
日
月
曜
日

（祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
、
年
末
年
始
、

5
月
3
日
1
5日

＠
お
問
い
合
わ
せ
•

お
申
し
込
み
先
ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
ホ
ー
ル
事
務
室

（
銀
行
営
業
日
の
10時
i
1
6時）

6
0
4
5
(
2
2
5
)
2
1
7
3

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い3
—
1

ー
1

横
浜
銀
行
本
店1
階神

奈
川
県
は
首
都
圏
の

一
角
に
位
置
し
て
い

な
が
ら
、
箱
根
や
丹
沢
山
塊
、
相
模
川
や
酒
匂

川
、
そ
し
て
相
模
湾
や
束
京
湾
、
と
い
う
よ
う

に
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
は
、
そ
の
う
ち
の

「海
」
に
因
み
、
変
化
に
宮
ん
だ
四
二
六
キ
ロ

計
の
海
岸
線
に
浮
か
ぶ

「烏
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
に

「島
」
が
い
く
つ
あ
る

か
ご
存
知
で
す
か
。
総
務
庁
統
計
局
編
「
第
四

十
八
回
日
本
統
計
年
鑑
（
平
成
ナ
一
年
）
」

に
よ
る
と
、
何
と
六
八
互

一の
島
が
あ
り
ま
す
。

う
ち
神
奈
川
県
に
は
、
都
道
府
県
順
位
で
三
十

五
番
目
に
当
た
る
二
十
七
の
島
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
さ
て
、
い
く
つ
の
島
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

神
奈
川
育
ち
の
方
は
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の

遠
足
、
あ
る
い
は
幼
少
の
こ
ろ
に
家
族
旅
行
で

一
度
は
島
を
訪
ね
て
遊
ん
だ
、
良
き
思
い
出
を

も
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「島
]
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
歩
く
こ
と

で
よ
く
分
か
り
ま
す
。
生
命
と
不
思
議
に
満
ち

た
自
然
と
の
触
れ
合
い
や
、
歴
史
と
伝
説
、
さ

ら
に
文
化
と
の
出
会
い
を
求
め
、
ま
た
、
粘
神

的
な
安
ら
ぎ
を
求
め
て
、
さ
あ
ー
、
心
地
よ
い

汗
を
か
き
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
と
に

も
か
く
に
も
、
行
っ
て
、
見
て
、
感
じ
て
、
思

わ
ぬ
発
見
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

23

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
渋
谷
奨
美
氏
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団

事
務
局
次
長
鈴
木
義
久
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※「マイウェイ」へのご意見・ご要望は

info@yokohama-viamare.or.jpヘ
お気軽にお寄せください。
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